
(16)物理学教育における学士力の考察

物理学教育FD/1T活用研究委員会は、21年 6月、7月 、9月、10月、11月 の5回

開催した。物理学分野では、英目QAAな ども参考にして、教養としての物理教育と、

専門としての物理軟青の観点から検討した。教養レベルでは、物理現象、物理法則の理

解、
｀
自然現象■地撃環境問題への関心に重点を置いた。専門レベルでは、一般レベルの

理解に加えて物理量 。物理法則の3L明、科学的証拠に基づく説明、さらには現魯をモデ

リングして数理的に解析・検籠できることを検討した。その上で、サイパーFD3客員の

269人に意見を求めたと|ぅ、24人 (9%)から意早が●せられ、これらを彎まえ

て以下の通りとりまとめた.千 1で :す 、「コア・カリキュラムのイメージ」、「測定方

法」を割愛したので、詳細は資料編【資料5】 を参照されたい。

騒 星:墓肇概念と法則を理解している。

【到速度】
く,般レベル>
① 典型的な物理現象について知つている。

8 義署雀奇奈饉金:鷲警適選:期 :モ::2:

く専門レベル>

3 a署理品菫塁果握 場轟菫躍甚菫見を説明できる。
0 枷摯法lllが■立された遇澤を税甲てきる.

壁 早量晨l基づき、自然凛象を科学的にとらえる態度を身に付けている.

【到違度】
く二般レベル>
① 自然現象や地球環境問題に対して、科学的な説明に関心を持ち、理解 しようとする.

E拠に基づく構綸と単なる意見とを区別し、問題点
5。

r、 モデル化 し、実験や数理的技法を活用すること

ができるも       :
【到違魔】
く専門レベル>

8 ζ通48島菫憾t菅憎裏藁塁亀デル化し、説明できる。
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情報通信技術を活用することができる。

表計算、プレゼンテーションなど)を利用できるこ

に活用することができる。

=ど
あソフトゥェァの使用方法を学

|ぎ
せ、数式や図

卜つその信頼性をどのように判断するか、また適正

る。                              ´

ぉょびプレゼンテーションを行わせ、例えば、情報

ナる.

鴨 早電二Lを科学的に考察するために〕情報量僣技術を活用して、データを処理し、分析できる

【辞 し
げみ:多:写ヮじ軍≧留憲1子腸瞬理員Z吾色籠筆t管

理および解析を行うことができる

【歌青内容
二群:方

法】
、シミュレーションソフトおよびプログラミングにより、実験データを解析
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「輌し、適用範囲を見極めて、伝えることができる̀

彗色1獅癬 毒こなナ
で評輌できる
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